
 
（２０２６年６月２日発表） 

オオアリクイ（メス）の来園 

６月１日（月）に、よこはま動物園ズーラシア（神奈川県横浜市）から、オオアリクイが日本平動物園

に来園しました。 

  

【趣旨・背景】 

・全国の動物園では、希少な動物の種を将来に残すことを目的に、繁殖や血統管理について協力し、

飼育に取り組んでいます。 

・このたび、当園で飼育しているオオアリクイの「竹千代」（オス・４歳）のパートナーとして、「サエ」  

（メス・４歳）が来園しました。 

・検疫期間終了後、６月９日（火）から一般公開を予定しています。 

 

【オオアリクイについて】 

・オオアリクイは、中南米の草原地帯や熱帯雨林、乾燥林に分布する動物で、野生の生息数は減少し

ており、絶滅の危機に近いとされています。 

・単独で生活し、丈夫な爪と長さ約６０センチメートルにもなる長い舌を持っています。 

歯はなく、野生ではアリ塚をつくる地上性のシロアリ類やアリを主食としています。一日に約３万匹

のシロアリを食べるといわれています。 

・動物園ではシロアリやアリの代わりとして、食虫動物用の固形飼料や馬肉のミンチなどをおかゆ状

にした餌を与えています。 

・国内では、７園館で 19 頭が飼育されています。 

 

【個体情報】 

名前：サエ（Sae） 

性別：メス 

生年月日：２０２１年７月１６日（名古屋市東山動植物園生まれ） 

特徴：食欲旺盛で、暑い日にはよく水浴びをするなど活発な性格です。 

体格が大きく、毛並みが非常にきれいな個体です。 

 

【取材について】 

・健康状態により、一般公開開始日が変更となる場合があります。 

・駐車場をご用意しますので、取材いただける場合は、下記問い合わせ先までご連絡ください。 

 

【問い合わせ先】 

観光文化・市民局日本平動物園（静岡市駿河区）、担当者：富田、太田 電話：０５４－262－3251 
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